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vi umの liningcells が存在していた． 又，滑膜に
は軽度の炎症像が見られた． とれらの所見により，
Mil gram の病期分類における 2期に相当す~ものと
考えられ， bursa!osteochondromatosisと確定診断し
た．







































































































































































斜位像で右 Cs1• 椎間孔の狭小を認めた. Myelogram 

















エログラム， CTM，血管造影等により， c.から C1
K及ぶ硬膜外腫蕩を疑い Enblockの椎弓切除術施行，
腫蕩は， C1神経根を中心とし， Caから CaIζ及ぶ暗
赤色の脆弱な腫湯であり， 浸潤が椎間孔より前外方へ
及ぶため，完全摘出はできなかった．術後，左上肢の
激痛は消失するも，その他の症状の回復は軽度だった．
一方，約l年前tζ当院外科にて縦隔腫療の摘出が行な
われ，病理組織学的に重複併合奇形腫との診断をうけ
ていた．今回当科における頚髄腫蕩の病理組織学的な
検索にて，横紋筋肉腫と診断され，特殊染色から，縦
隔奇形腫の未分化な横紋筋成分と同じものと考えられ
ていた．すなわち，頚鎚腹話事は，縦隔奇形麗の未分化
は一成分である横紋筋成分のみが転移したものであり，
きわめて，まれな症例と思われた．
338 日外宝第57巻第4号（昭和63年7月）
20）転移性脊椎腫蕩に対する手術
香川医大整形外科 O菅野伸彦，林 春樹
岡田孝三
手術的治療を施行した転移性脊椎腫蕩8例を検討し，
主として手術適応と手術方法につき考察した．
対象は男5例s女3例，手術時年齢は平均57才，原
発腫蕩は肺癌3例，腎細胞癌2例，甲状腺癌，大腸癌，
悪性リンパ題各i.wiJであった．転移部位は頚椎3例，
胸椎4例，腰椎1例であった．手術方法は CTM，骨
シンチで転移巣の局在を評価したのち決定したが，前
方法4例，後方法2例，前後併用法2例であった．術
後生存期間は3か月から2年10か月，平均1年1か月
で， 4例生存中である．
術後，全例iζ落痛の改善，支持性の獲得が得られ，
麻庫も 1例を除き改善した． ζのような良好な治療成
績は転移巣の局在を正確に評価した上で手術方法を選
択したためで，それには， CTMが特に有用であった．
生命予後の長い症例では，局所再発という問題を抱
えており，それに対する治療も考慮する必要がある．
